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8月6日（月）市原市姉崎保健福祉センタ ーにて「福祉教育サポータ ー養成講座」を
開催しました。前半は、「学校と地域が協働したこれからの福祉教育」について、東京通
信大学人間福祉学部准教授の小倉常明氏にご講義をいただきました。後半は、主に
小中学校で実施している「車いす ・ アイマスク ・ 高齢者疑似」の体験を

“

市原市バリアフ
リーワーキング市民グループ’

ご協力のもと実施しました。参加者か
らは「白内障や視野狭窄のゴーグルはとても怖かった」「相手の立場
に立って考えられるいい機会となった」などの声が聞こえました。

今後は地域の方々にもサポー トしていただきながら、福祉教育に
取り組んでいきたいと思います。

ご参加いただきました皆様あリがとうございました。

｀‘ヽ��ヘ／ ／尋I/- - - - -- - - -- - - -- - - -- - - -- - - -- - - --_,

【問合せ先】ボランティアセンター GD 20-31 oo GD 22-3031 cmim)月～金（平日）8:30-17:15

「ポランティアを始めたいけどどうしたらいい
の？」「ポランティア活動中だけど困ったこと
がある」などの相談を個人・グルー プ問わず
受付けています。お気軽にご相談下さい。

社協だよりは、1月・5月発行（町会回覧）3月・9月発行（新聞折込）されます I 
http://www.ichihara-shakyo.or.jp No.226 

tm:a info@ichihara-shakyo.or.jp
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9月号
社協だより5/20、 1/20発行号は、

町会長の皆様にご協力いただき
町会回覧にて世帯配付しています。

〒290-0075 市原市南国分寺台4-1-4 TEL.0436 (24) 0011 FAX.0436 (22) 3031 

6月2日（土）に「市原小学校区小域ネットワーク」が設立され、市内で43
団体目となる小域福祉ネットワークが誕生しました。今後は、同じ地域に暮
らす住民同士のつながりをさらに深め、地域全体で支え合い、助け合うこ
とのできる仕組みづくリに取り組んでいく予定です。

市原小学校区にお住いの皆様には、小域福祉ネットワークの趣旨をご
理解いただくとともに、ネットワーク活動へのご参加もお待ちしております。

市原市が策定した「市原市地域福祉計画」に基づき、小学校区（小域
福祉圏）ごとに設置が進められており、地域住民が主体となって、小域
福祉圏における様々な地域課題やニーズを把握するとともに、それを
解決するための話し合いや活動を行っていくことを目的としています。
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全国民生委員児童委員連合会

会長表彰 ［ ＊年勤続民生委員 ・ 児童委員表彰 ｀
� 佐藤 繁 中嶋寿美恵 田山道雄 安部富見子

多年にわたり、民生委員児童委員の活動に 青木律子 曽我順子 村石仁子 小田島敦子

ご尽力いただいた方が表彰されました。長年の 小倉春男 安本光治 新藤尚美 園田幸伸

ご労苦に心から敬意を表するとともに、感謝を 齋藤浩子 内山 備 市川博ニ 加藤重男

申し上げます。 鈴木俊 一 木村文子 宍倉光夫 花澤廣吉

なお、本市の受賞者は次のとおりです。 庫 田中村男 大内惣代治 山本富彦
濱田悟郎 渡邊登志子 鈴木俊江I （順不同、敬称略）

祉センター 」において義援金の受付を行っており
ます。皆様のご支援・ご協力をお願いいたします。

社会福祉法人市原市社会福祉協議会
会 長 深谷 みどリ

市原市では、新たな高齢者福祉事業の取り組みとして、健康づくりや交流を目的に、平成30年度より「通いの場事業」を
実施しています。

通いの場事業は、週1 回程度開催することとしていますが、平成30年度と31 年度の2年間においては、試行的に月 1 回の
通いの場も併せて実施しており、市原市社会福祉協議会がその推進役を担っています。

現在、月1 回の通いの場は、市内で63団体が事業を実施しています (7月末現在）。今後も活動を市内全域に広げていき、
市内に住む高齢者の皆さまが、歩いて通える範囲に通いの場を作っていくことを目指しています。

健康づくりのために、どこか参加できる場所を探しているという方、なかなか人と触れ合う機会がなく、交流できる場を探しているという方、是
非通いの場に行ってみませんか？？

「通いの場」で楽しいひと時を過ごすことによって、心身共に健康な生活を過ごしましょう！参加をお待ちしております！！

敬称略

匿名光風台在住 40,000円
匿名若宮在住 12,000円
布の会 10,000円
市原南ライオンズクラブ 50,000円
スウィングプラス姉崎 29,076円
市原ライオンズクラブ 10,000�
明治安田生命千葉南市支社
市原中央営業所地域社会絆チーム

タオル68本，アクリルたわし10個
千葉県退職公務員運盟市原支部

タオル250本

【日時】平成30年10月14 日 (8)

【場所1 芯は;�:!���8番地、..
東京都千葉福祉園総合訓練センター

及び桜並木周辺

【催し物】生産品販売・フリーマーケット
プラスバンド演奏、模擬店など

【その他】駐車場につきましては、係員の指示・誘導に
従ってください。
フリーマーケットの募集は締め切りました。

しまぬきたくろう

【問合せ先】園まつり担当嶋貫琢郎
TEL: 0438(62)5948(直通）

【日時】平成30年11月9 日�14:15~15:45
【場所】千葉県文化会館大ホール
【テーマ】「なぜ私は「もみじの家」のハウスマネージャー になったのか

-NHKアナから医療的ケア児の現場へ～」
【講師】国立成育医療研究センターもみじの家ハウスマネージャー

内多勝康氏

【定員】500名（申込先着順） 【参加費】無料
【申込】 10月1日付で千葉県社会福祉協議会HPへ掲載

(FAXか申込フォームより申込）
［締切】平成30年10月26日（金）

口
千葉県社会福祉協議会

問合せ先 TEL:043-245-1102 FAX:043-244-5201 
HP: http://www.chibakenshakyo.com/ 

高齢者の方々が、「日常的に」「お住まいの地域で」
「地域の方々とふれあう」ことが出来る場のことです。
地域住民が活動主体となって、地域にある集会所な
どを活用して、体操などの軽運動や、お茶を飲みなが
らの歓談、趣味活動など、様々な活動を行います。

市原市社会福祉協議会地域支援グループ
ヽ 0436-24-0011
市原市保健福祉部高齢者支援課
ヽ 0436-23-9814

市原市でも今後、更に高齢化が進むことが見込まれており、
団塊の世代の方々が75歳以上となる2025年には市民の
約3人に1人が高齢者となる時代がやってきます。高齢化や核
家族化が進むと、一人暮らし高齢者が増加し、自宅に閉じこも
リがちとなり、心身機能が低下し介護が必要な状態
に陥ってしまうことが懸念されます。

今後も増え続ける高齢者を地域で見守り、支え
合うため、身近に気軽に出かけることができる通い
の場づくりを進めていく必要があります。
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